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救
急
車
が
必
要
な
の
は
ど
ん
な
と
き
？

救
急
車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

平
成
30
年
中
の
救
急
出
動
件
数
は
前
年
よ
り

１
２
７
件
増
加
し
て
１
６
０
７
件
と
な
り
、
過

去
最
多
の
件
数
を
記
録
し
ま
し
た
。
ま
た
救
急

搬
送
人
員
は
前
年
よ
り
１
３
６
人
増
加
し
て

１
５
４
７
人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
軽
症
者
が
約

６
割
を
占
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
救
急
搬
送
さ
れ
た
高
齢
者
は
９
２
７

人
で
、
全
体
の
約
６
割
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
町
内
に
住
む
高
齢
者
の
約
12
人
に
１
人
が

救
急
搬
送
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
命
に
関
わ
る
よ
う
な
重
い
症
状
の

救急出動状況
種別 急病 一般負傷 交通 その他 合計

出動件数 1,086 258 170 93 1,607

搬送人員 1,041 244 157 105 1,547

救助出動状況
種別 山岳 交通事故 その他 合計

出動件数 17 13 ４ 34

救急、救助出動状況（平成30年）

救急車は次のような場合に呼んでください
①意識がない（呼びかけに反応しない、体に触れても気が付かない）
②胸や呼吸が苦しい（急な胸の痛み、呼吸困難）
③激しい頭痛がする（経験したことのない激しい痛み）
④動きづらい、話しづらい（身体の麻痺や言語障害がある）
※その他、けがによる多量出血や骨折、やけど、普段と様子が違う、

体を動かせず救急車以外で搬送できない等の場合

もし急な病気やケガをしたときは…
症状の緊急度を素早く判定！救急車を呼ぶ目安に
全国版救急受診アプリ「Ｑ助」
　急な病気やけがをしたとき、該当する症状
をスマートフォンやパソコン画面上で選択
していくと、緊急度に応じた必要な対応が表
示されます。
総務省消防庁「Q 助」案内サイト
https://www.fdma.go.jp/neuter/topics/filedList9_6/
kyukyu_app.html

どうしてもすぐに治療を受けたいときに
三重県救急医療情報センター＆
医療ネットみえ
　救急車を呼ぶほどではない急病やけがで治療を
受けたいときなどに対応可能な医療機関を 24 時
間体制で案内しています。

三重県救急医療センター
TEL059-229-1199
医療ネットみえ
http://www.qq.pref.mie.lg.jp/

詳しくは

で検索
医療ネットみえ

【問い合わせ】消防署　TEL 394-3239　FAX 394-5766

傷病程度別の救急搬送人員（平成30年）

軽症…入院の必要がない状態
中等症…３週間未満の入院が必要な状態
重症…３週間以上の入院が必要な状態
死亡…搬送後、初診時に死亡が確認された状態

平成30年
救急搬送人員

1,547人中等症
321人

重症
250人

死亡
47人

軽症
929人
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＝
佐
藤
恵
美
、
竹
永
分
団
副

分
団
長
の
妻
＝
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団
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消
防
出
初
式
が
１
月
13
日
に
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
け
や
き
駐
車
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
と
消
防
職
員
合
わ
せ
て
１
７
９

人
、
車
両
14
台
が
集
い
、
優
良
消
防
団
員
の

表
彰
や
通
常
点
検
、
機
械
器
具
点
検
の
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
神
森
区
で
約

90
年
前
に
使
用
さ
れ
た
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
の

放
水
展
示
や
、
消
防
団
に
よ
る
三
滝
川
へ
の

一
斉
放
水
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲神森区のガソリンポンプ

▲消防団の一斉放水

方
を
一
刻
も
早
く
医
療
機
関
へ
搬
送
す
る
た
め

の
緊
急
車
両
で
す
。
し
か
し
、
軽
い
病
気
や
け

が
で
救
急
車
を
利
用
す
る
と
、
重
症
者
の
救
急

搬
送
が
遅
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
性
が
な
く
自
分
で
医
療
機
関
に
向
か
う

こ
う
と
が
で
き
る
場
合
や
、
家
族
で
対
応
で
き

る
場
合
は
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
救
急
車
の
適

正
な
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
性
が
あ
る
場
合
や
自
家
用
車

等
の
利
用
に
不
安
が
あ
る
場
合
、
判
断
が
難
し

い
場
合
な
ど
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
を
し

て
く
だ
さ
い
。

消防出初式 -新春を飾る -


